
 

 

 

 

 
 

2021 年冬ダイヤ「仙台＝愛媛(松山)線」・「仙台＝広島線」の運航計画について 

2021-BD-276 

2021 年 9月 28 日 
 

 

 

 

 

アイベックスエアラインズ株式会社(本社：東京都江東区・代表取締役社長：浅井孝男、以下 IBEX)は、 

2021 年 8月 24 日付ニュースリリースでお知らせした通り、10 月 30 日までの期間運航を予定していた 

「仙台＝愛媛(松山)線」の運航期間を当初計画から延長し、2022 年 3月 26 日まで運航いたします。 

このたび、12 月以降の「仙台＝愛媛(松山)線」の運航ダイヤを決定しました。2021 年 12 月 1 日～2022

年 3月 26 日の期間、松山発仙台行きの運航ダイヤを松山発 10時 25 分に設定し、東北・宮城⇔四国・愛

媛双方向からの需要創出を図ります。 

さらに、現在期間増便している「仙台＝広島線」についても、2021 年冬ダイヤの一部期間、増便を継続

し、2021年 12月 1日から 2022年 3月 26日までの一部期間、1日 3往復運航いたします。増便の運航ダ

イヤは、仙台発を 12 時 40 分、広島発を 14 時 55 分とする昼間時間帯に設定し、朝・昼・夜の 3往復体制

によりお客様の利便性向上を図ります。 

IBEX は引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた取り組みを徹底するとともに、地方都市

間を結ぶリージョナルキャリア事業を通じて、観光・地域間交流の促進と地方経済の活性化に貢献してま

いります。 

記 

 

＜2021 年冬ダイヤ 「仙台＝愛媛(松山)線」・「仙台＝広島線」計画概要＞ 

計画対象期間： 2021 年 10 月 31 日～2022 年 3月 26 日 

 

１． 運航計画 

路線 計画便数/日 備考 

仙台 ⇔ 愛媛(松山) 1 往復 期間運航 (10 月 31 日～3月 26 日) ＊ 

仙台 ⇔ 広島 2～3往復 期間増便 (12 月 1日～3月 26 日) ＊ 

＊ 機材整備計画に伴う機材繰りの為、一部運航しない期間がございます。 

 

２． 運航ダイヤ 

■仙台＝愛媛(松山)線 

【期間①】 2021 年 10 月 31 日～11月 30 日 

仙台→愛媛(松山) 愛媛(松山)→仙台 
運航計画日 

便名 仙台発 松山着 便名 松山発 仙台着 

２１ ０８:１０ ０９:５５ ２０ １９:４５ ２１:２５ 
10 月 31 日 
11 月 6～16 日、19～30 日 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

【期間②】 2021 年 12 月 1日～2022 年 3月 26 日 （本日発表） 

仙台→愛媛(松山) 愛媛(松山)→仙台 
運航計画日 

便名 仙台発 松山着 便名 松山発 仙台着 

２１ ０８:１０ ０９:５５ ２０ １０:２５ １２:０５ 

12 月 1～19 日、22～31 日 
1 月 1～16 日、24～31 日 
2 月 1日、4～18 日 
3 月 19～26 日 

 

■仙台＝広島線 （期間増便：本日発表）   

仙台→広島 広島→仙台 
運航計画日 

便名 仙台発 広島着 便名 広島発 仙台着 

３５ ０７:３５ ０９:２０ ３６ ０９:５０ １１:１０ 10 月 31 日～3月 26 日 

３７ 

期間増便 
１２:４０ １４:２５ 

４０ 

期間増便 
１４:５５ １６:１５ 

12 月 1～19 日、22～31 日 
1 月 1～16 日、24～31 日 
2 月 1日、4～18 日 
3 月 19～26 日 

４３ １７:２５ １９:１０ ４４ １９:４０ ２１:００ 10 月 31 日～3月 26 日 

 

 

３． 航空券発売開始日 

対象便 
対象搭乗期間 

10 月 31 日～11月 30 日 12 月 1日～3月 26 日 

仙台＝愛媛(松山) 20/21 便 発売済 
10 月 2日(土) 0:00 から 

仙台＝広島 37/40 便(期間増便) 設定なし 

仙台＝広島 35/36/43/44 便 発売済 発売済 

 

 

※ 「仙台＝愛媛(松山)線」・「仙台＝広島線」以外の運航計画については、2021 年 8 月 24 日付ニュース

リリースの内容から変更ございません。 

※ 路線便数計画及び運航ダイヤは、政府ならびに関係機関の認可を前提としておりますため変更となる

場合がございます。 

※ 運賃額の詳細は別途発表いたします。 

※ 新型コロナウイルスの影響に伴う需要動向に鑑み、減便を検討する可能性もございます。決定次第、

ご案内いたします。 

 

 

以 上 


